
第 2回日本・台湾合同スライドカンファレンスをお世話して

　平成 20 年 9 月 6 日（土）（午前）に福岡市の NTT 夢天神ホールで第２回

日本・台湾合同スライドカンファレンスが開催された。午前 9 時に開会式が

開かれ、橋本 洋 IAP 日本支部会長、Chien-Feng Sun IAP 台湾支部会長お

よび長村義之 IAP アジア地区担当副会長の挨拶に続いて、根本則道 IAP 日

本支部常任幹事と Dr. Sun により参加者（日本 41 名、台湾 17 名）が紹介さ

れた。引き続き行われたスライドカンファレンスでは日本側から 5 例、台湾

側から 5 例が出題された。進行は日韓合同スライドカンファレンスのこれま

での進め方を踏襲し、まず相手国の Discussant が HE 切片のみで症例を分

析し、鑑別診断と必要と思われる免疫染色や遺伝子解析などについて解説

し、続いて Submitter が発表した後で討論に入った。10 題すべてが大変興味

ある魅力的な症例であり、各例とも活発に討論された。以下に各症例（T: 台

湾側、J: 日本側）の Submitter, Discussant, Moderator 並びに Submitter の

診断を順に記載する。T-1: Dr. Ying-Tai Jin, 竹下盛重先生 , Dr. Chien-Feng 

Sun, Malignant melanoma arising in giant congenital nevi; J-1: 高瀬 優先生 , 

Dr. William Y.C. Chang Chien, 藤井丈士先生 , Idiopathic duct-centric chronic 

pancreatitis (autoimmune pancreatitis with granulocyte epithelial lesion); 

T-2: Dr. Shun-Chen Huang, 小田義直先生 , Dr. Hsuan-Ying Huang, Histiocytic 

sarcoma; J-2: 薛 宇 孝 先 生 , Dr. Jin-Fan Chen, 河 野 真 司 先 生 , Congenital 

mesoblastic nephroma, cellular type; T-3: Dr. Li-Yu Lee, 中谷行雄先生 , Dr. 
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Tseng-tong Kuo, Chronic sclerosing dacryoadenitis & 

chronic sclerosing sialadenitis, IgG4-related; J-3: 唐 小

燕先生 , Dr. Wai-Sang Kuan, 二階堂 孝先生 , Secretory 

carcinoma with spindle cell metaplasia of the breast; 

T-4: Dr. Hsuan-Ying Huang, 三橋智子先生 , Dr. Ying-

Tai Jin, HMB45-negative clear cell sarcoma of soft 

tissue; J-4: 米盛葉子先生 , Dr. Yi-Chen Yeh, 濱田哲夫

先 生 , Classic glomus tumor; T-5: Dr. Chen-Yun Kuo, 

鹿 股 直 樹 先 生 , Dr. John Wang, Extragastrointestinal 

stromal tumor, high risk group; J-5: 佐野壽昭先生 , Dr. 

Mu-Zon Wu, 加藤 洋先生 , Gastric carcinoid associated 

with prominent endocrine cell hyperplasia/dysplasia。

今回は参加者全員に症例のバーチャルスライドを DVD

で配布し、その後サクラファインテックジャパンのサー

バーを拝借してそれらをネット上でも見れるようにした

が、参加者が症例を事前にどのようにして観察できるか

は経済的なことも含めて今後の検討課題であると思われ

た。

　特別講演として Brisbane での第 25 回 IAP 国際学

会（2004 年）の会長をされ、また長年に亘って IAP

の News Bulletin で あ る International Pathology の

編集を担当されている Dr. Robin A. Cooke (Brisbane, 

Australia) に "The influence of European medicine 

(pathology) on Japan and Taiwan" のタイトルでお話

いただいた。Cooke 先生が各国の IAP 活動と医学史に

精通されていることは有名であるが、Philipp Franz B. 

von Siebold に関して想像できないほどに詳細な知識と

興味を持たれており、von Siebold の足跡を辿りながら、

江戸時代末期の日本の近代医学史の曙へ彼がいかに貢献

したかを中心に講演された。なお、前日に長崎市のシー

ボルト記念館と田口 尚教授のご案内で長崎大学医学部

図書館の資料室を訪問され、所蔵された資料を並々なら

ぬ情熱で撮影されていたのは印象的であった。

　昼食の後、台湾語への通訳者を伴って博多山笠で有名

な櫛田神社と大宰府の史跡並びに太宰府天満宮などを観

光して、蟹料理屋での懇親会へ移り、大変楽しい雰囲気

の中で盛り上がった。

　今回は 2 年前の台北での初回に続いたのであるが、お

互いに少しずつ自由な会話を楽しめる交流が始まった印

象を受けた。2 年後（2010 年）の第 3 回は、台湾の新幹

線が開通したこともあり、高雄で開催される予定である

ことが報告され、参加者の口々から“ぜひとも参加しよう”

との声が聞かれた。

　最後になりましたが、症例の出題者、討論者並びに座

長の先生方には大変お世話になり有難うございました。

またその他の参加者の皆様にはご協力を心より感謝いた

します。

（橋本 洋　記）

第11回日韓合同スライドカンファレンスについて

　第 11 回日韓合同スライドカンファレンスは第 10 回の

フォアウェルパーティーの際に名古屋で藤田保健衛生大

学の黒田がお世話するようにご指名を受けました。

　第 9 回を岩政輝夫教授がお世話をされた時から、骨軟

部腫瘍病理，肺病理，腎病理の 3 つのスライドカンファレ

ンスとのジョイントミーティングとなり定着しています。

　第 11 回のご指名を受け、10 月 2 日（金）、3 日（土）

の開催で準備を進めていましたが、腎病理が腎臓病学会

と重なることが判明し、10 月 9 日（金）、10 日（土）へ

の変更を余儀なくされました。しかしながら 10 月 10 日

（土）は大安で、名古屋の会場は結婚式で埋まっており、

国際会議場も 3 つの学会が全ての部屋をおさえているこ

とがわかりました。従って通常の金曜日の午後に IAP，

土曜日の午前中に 3 つのジョイントミーティングを開く

ことが不可能になりました。従って苦肉の策ではありま

すが、10 月 9 日（金）の午前中に 3 つのジョイントミー

ティングを先に実施し、昼食後、午後に日韓合同スライ

特別講演をするRobin A. Cooke先生

懇親会での歓談 特別講演の感謝状を授与されるR. A. Cooke先生と橋本 洋会長
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ドセミナー，夕方にウェルカムパーティーを実施するこ

ととしました。10 月 10 日（土）はエクスカーションと

してハーフデイツアーを実施し、夕方のソウル便には間

に合うように計画したいと考えています。

　会場は名古屋の中心である栄にある私学共済の名古屋

ガーデンパレスの予定です。二次会へ出かけるにも、ア

カンパニードパーソンが観光やショッピングするのにも

アクセスの良い施設です。

　少しタイトなスケジュールとなりますが、IAP 会員

の皆様にご理解いただき、多くの方々に参加していただ

けるように尽力する所存です。

（黒田 誠　記）

2008年病理学教育セミナーのお知らせ
IAP日本支部主催、日本病理学会後援

※すっかり秋らしくなり、開催時期が近づいてまいりました。

今回の開催地である松山市は空港や観光地が市内中心部

に隣接しており、路面電車やバスで道後温泉などを巡るこ

とができます。会場の松山市総合コミュニティセンターは、

伊予鉄道松山市駅、JR 松山駅のいずれからもバスで約 3 分、

徒歩 10 分です。ご参加をお待ちしております。

日　時：平成20年11月22日（土）9：00 ～ 17：15
場　所：松山市総合コミュニティセンタ−（愛媛・松山）

予　定：教育シンポジウム9：00 ～ 11：45
　今回の教育シンポジウムは、昨年の教育セミナーのア

ンケート等でご要望が多かった「子宮頸部の細胞診」につ

いて、日常の病理診断業務に役立つ内容を加耒恒壽先生、

柳井広之先生に企画していただきました。

主　題：子宮頸部の細胞診 New Wave
– Bethesda systemとLiquid based cytology –

モデレーター：加耒　恒壽

　（九州大学医学研究院保健学部門）

柳井　広之

　（岡山大学医学部・歯学部附属病院病理部）

演　者：１. 子宮頸部細胞診 overview

加耒　恒壽　先生

　（九州大学医学研究院保健学部門）

柳井　広之　　先生

　（岡山大学医学部・歯学部附属病院病理部）

　　　　２. 子宮頸部の細胞診 New wave

−ベセスダシステム2001準拠子宮頸部細胞診報告様式の実際−

今野　良　　先生

　（自治医科大学さいたま医療センタ−産婦人科）

　　　　３. ベセスダ分類（2001）−用語とその細胞像−

三上　芳喜　　先生

　（京都大学医学部附属病院　病理診断部）

　　　　４. Bethesda system使用の実際−15年の運用経験−

方山　揚誠　　先生

（八戸市民病院　臨床検査科）

　　　　５.子宮頸部における液状細胞診

　　　　　Liquid Based Cytologyと従来法の比較

谷山　清己　　先生

　（呉医療センタ−/中国がんセンタ−臨床研究部）

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

◎当日はご自由にご参加下さい（会場費3,000円、ハンド

アウト代含む）。その時に病理専門医の更新に必要な参

加証をご用意いたします。5単位が得られます。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

IAP日本支部総会　11：45 ～ 12：30

スライドセミナー

　1時限目　13：00 ～ 15：00（敬称略）

　　*A-1　骨髄の病理（MDSなど）

　　　大島　孝一（久留米大学医学部病理学講座）

　　*B-1　子宮内膜症とその関連腫瘍

　　　本山　悌一（山形大学医学部人体病理病態学教室）

　　C-1　甲状腺腫瘍、新WHO分類を中心として

　　　加藤　良平（山梨大学大学院人体病理学講座）

　　D-1　軟部腫瘍

　　　橋本　 洋（産業医科大学第一病理学講座）

　2時限目　15：15 ～ 17：15
　　*A-2　膵腫瘍性病変の病理

松山市総合コミュニティセンター
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　　　諸星　利男（昭和大学医学部第一病理学教室）

　　*B-2　肺の外科病理 update
　　　中谷　行雄（千葉大学大学院医学研究院診断病理学講座）

　　　松原　修（防衛医科大学校病態病理学講座）

　　C-2　悪性リンパ腫関連疾患

　　　吉野　 正（岡山大学大学院病理学）

　　D-2　皮膚付属器腫瘍

　　　清水　道生（埼玉医科大学国際医療センター病理診断科）

　* 印は新規のコースです。病理専門医の資格更新単位

として 10 単位が得られます。受講料：1 コース IAP 日

本支部会員 6,000 円、非会員 8,000 円です。

　今年度は事前送付資料の内容が多少複雑になっており

ます。A-1,B-1,A-2,B-2 の新規 4 コースの送付資料はバー

チャルスライド（DVD-R ）で Windows と Mac に対応

します。C-1,C-2 コースはバーチャルスライド（DVD-R） 

で、Windows のみに対応します。D-1 ,D-2 コースは、

ガラス標本をお送りします。

　現在スライドセミナーには、240 名の応募があり、当

選通知をお送りさせていただきました。受講料の入金確

認後、10 月下旬には事前資料をお送りする予定です。

また、今回は、第 54 回日本病理学会秋期特別総会（11

月 20 日・21 日）と同じ施設で開催致します。病理学セ

ミナーの当日午後、スライドセミナーの会場について、

A コース・B コースでは１時限目と２時限目の会場が異

なりますので入室される際、ご注意いただきますようお

願い申し上げます。

【訂正とお詫び】雑誌「Pathology International」６月号と

「臨床病理」6 月号に折り込んだ参加申込用紙（ハガキ）の

内容で、以下の誤りがありました。吉野正先生の「悪性リ

ンパ腫関連疾患」コースのコース名を C-1 と記載しており

ますが、正しくは、C-2 です。不手際をお詫び申し上げます。

なお、このたび IAP 会報に同封したハガキは訂正したもの

をお送りしています。

雑誌購読申込についてお願い

　IAP 日本支部会員になると United States and Canadian 

Academy of Pathology (USCAP) の発行する "Laboratory 

Investigation" と "Modern Pathology" を市場価格より安く

購読することができます。多くの会員が購読をされていま

すし、事務局の大切な仕事と考えています。ただ、これで

支部事務局が仲介料など一切取っておりません。

　毎年初めに、購入希望者のもとへ雑誌がきちんと届かな

いというトラブルが数件発生しています。IAP 日本支部と

しては、USCAP の本部から、出版社へクレームしてもらっ

ています。日本支部事務局は、購入希望者のリスト（英文

の住所と名前）を作り、USCAP の本部へそのリストと購

入代金を US $に換えて送り、雑誌社へ連絡を取ってもらう

手続きとなっています。出版社を Williams & Wilkins 社か

ら Nature Publishing Group (NPG) へ変えたため、混乱が

増加しているとのことです。会員皆様からのクレームの度

に、USCAP の本部へその旨を伝えています。

　日本支部事務局もこういったトラブルは避けたいので、

下記の対策をとりたいと考えます。どうぞ購入希望者はご

協力をお願いします。

１.購入希望申込の返信は11月17日までにお願いします

　購入希望申込を早く行います。来年１月からの雑誌に

対して、クリスマスまでにまとめて申し込みます。毎年、

締め切りの後に何人からか申込があるのですが、本部に

頼んでしまった後ですと、どうにもならないので、どうか

締め切りに間に合わせて下さい。代金の締め切りは 11 月

末日とします。こちらが代金を受領したことを確認する

ため、受け取った旨のお返事を FAX でお返しします。1

週間しても返事のないときは事務局まで、ご連絡を下さい。

２.英語の表記をより明瞭にお願いします

　誤配送を防ぐためです。

３.途中での送り先の変更はご遠慮下さい

　日本支部事務局へ言ってこられることがあり、本部へ

連絡するのですが、申し込んだ年度内は無理のようです。

ご理解下さい。

　以上、どうぞよろしくお願い致します。

あとがき：
2008年度IAP日本支部の会報第4号と本部のブレティン

をお届けします。

今回は日台合同カンファレンスの記事が中心となりまし

た。会報の他、理事選挙関連の資料、投票の葉書、第48回

IAP日本支部総会の出欠の葉書、雑誌の購読申込書を同封

します。ご確認の上、お早めに返信のほどお願い致します。

173−8610東京都板橋区大谷口上町30−1
日本大学医学部病態病理学系病理学分野 根本則道/家守玉美

Tel：03─3972─8111 内線2256/Fax：03─3972─8163
E-mail：iapj@med.nihon-u.ac.jp

国際病理アカ�ミー会報No4_三.indd   4 08.10.10   2:18:43 PM


